
聖学院大学大学院学位規程

（趣旨）

第１条 学位規則（昭和 28 年文部省令第９号）第 13 条の規定に基づき、聖学院大学大学院（以下「本大学院」

という。）が授与する学位については、本大学院学則に定めるもののほか、この規定に定めるところによる。

（学位の名称及び付記する専攻分野）

第２条 本大学院において授与する学位及び付記する専攻分野は、次のとおりとする。

政治政策学研究科 修士（政治学）

アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科 修士（アメリカ・ヨーロッパ文化学）

博士（学術）、英語表記（Ph.D.）

人間福祉学研究科 修士（人間福祉学）

（学位の授与及び人材養成目的）

第３条 本大学院の課程を修了した者には、本大学院学則の定めるところにより、修士及び博士の学位を授与

する。

２ 前項に定める者のほか、博士の学位は、本大学院の行う博士論文の審査に合格し、かつ、本大学院の博士

後期課程を修了した者と同等以上の学力を有することを確認された者にも授与することができる。

３ 前項の学位授与に基づく、各研究科の人材養成目的を以下に定める。

⑴ 政治政策学研究科は、課題の発見や立案などに関する専門知識及び幅広い教養と豊かな精神を高め、か

つ専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な能力を有する人材の養成を目指

す。

⑵ アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士前期課程は、アメリカ・ヨーロッパ文化の深層理解に立ち、学

問的に対応できる能力と幅広い教養を高め、かつ専攻分野における研究能力又は高度な専門性を要する職

業に必要な能力を有する人材の養成を目指す。

⑶ アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士後期課程は、新しいアメリカ・ヨーロッパ文化学の構築を目的

とし、自立した専門的研究活動を遂行する能力を涵養するとともに、高度に専門的な業務に従事するに必

要な研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有する人材の養成を目指す。

⑷ 人間福祉学研究科は、政策学的視野と包括的なケアの専門知識を習得し、人間学的基礎の上に福祉文化

の形成を担いうる豊かな精神を養うとともに、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職業

等に必要な能力を有する人材の養成を目指す。

（論文の提出）

第４条 前条の規定により本大学院において学位論文の審査を願い出ようとする者は、所定の学位申請書に、

学位論文及びその要旨を添え、学長に申請する。

２ 学位論文及びその要旨は、審査に必要な部数を提出するものとする。

３ 受理した学位論文は、いかなる理由があっても返還しない。

（課程による者の博士の学位）

第５条 本大学院において、所定の課程を終えて、博士の学位を受けようとする者は、博士の学位論文審査申

請の前に、所定の博士論文予備審査願に学位論文及びその要旨を添え、予備審査を願い出なければならない。

２ 博士論文予備審査にあたっては、学位論文の審査を願い出た者の指導教員を主査とし、他に副査として２

名以上の教員等からなる予備審査会を設ける。

３ 課程による者の博士の学位論文提出は在学中でなければならない。

（課程を経ない者の博士の学位）

第６条 第３条第２項により博士の学位を申請しようとする者は、博士の学位論文審査申請の前に、所定の博

士論文予備審査願と履歴書に学位論文及びその要旨を添え、予備審査を願い出なければならない。

２ 博士論文予備審査にあたっては、学長が指名する教員を主査とし、他に１名以上の教員等からなる予備審
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査会を設ける。

３ 前項の予備審査会で博士の学位論文の審査を許可された者は、学位申請書・論文の内容の要旨・論文目録・

履歴書及び所定の論文審査料を添えて、論文を学長に提出しなければならない。

４ 前項に基づく博士の学位を申請する者に対する論文審査料は次の各号による。

⑴ 本大学院博士後期課程に３年以上在学し、所定の要件を満たして退学した者が、退学後５年を経て論文

を提出する場合 100,000 円

⑵ 本大学院博士後期課程を経ない者が論文を提出する場合 200,000 円

⑶ 本学院の専任教職員が論文を提出する場合 100,000 円

５ 第３条第２項の学力の確認は、筆答または口答によるものとする。

６ 論文審査料は還付しない。

（論文の審査付託）

第７条 学長は、学位論文を受理したときは、研究科委員会にその論文の審査を付託する。

（審査委員会）

第８条 前条の規定により学位論文の審査を付託された研究科委員会は、課程による学位論文の審査を願い出

た者の指導教員を主査とし、他に、副査として修士においては２名、博士においては２名以上の教員等から

なる審査委員会を設ける。

２ 課程を経ない者の博士の学位論文の審査については、学長が指名する教員を主査とし、他に２名以上の教

員等からなる審査委員会を設ける。

（論文の審査及び試験）

第９条 審査委員会は、学位論文の審査にあたり、口述試験を行う。

（論文の審査の協力）

第 10 条 学位論文の審査に当たっては、他の大学院又は研究所等の教員等の協力を得ることができる。

（審査の期間）

第 11 条 審査委員会は、修士の学位についてはその申請を受理した学期末までに、博士の学位についてはその

申請を受理してから１年以内に、学位論文審査を終了しなければならない。

（審査委員会の報告）

第 12 条 審査委員会は、学位論文の審査が終了したときは、学位論文及びその要旨と共に直ちに学位論文審査

結果に学位授与の可否の意見を添え、研究科委員会に文書により報告しなければならない。

（研究科委員会の審議）

第 13 条 研究科委員会は、前条の報告に基づいて審議し、学位を授与すべきか否かを議決する。

２ 前項の議決をするときには、委員全員の４分の３以上の出席を必要とする。

３ 学位の授与を決定するときには、出席委員の３分の２以上の同意を必要とする。

（研究科長の報告）

第 14 条 研究科委員会が前条の議決をしたときは、研究科長は学長に報告しなければならない。

（学位の授与）

第 15 条 学長は、第 13 条の議決に基づいて学位授与が可とされた者に対し、所定の学位記を授与する。

２ 学位授与が否とされた者には、その旨を通知する。

（学位の名称の使用）

第 16 条 本規程により学位を授与された者が学位の称号を用いるときは、これに本大学院の名称を付記する

ものとする。

（学位授与の取消）

第 17 条 本規程により学位を授与された者がその名誉を汚す行為をしたとき、又は不正の方法により学位の

授与を受けた事実が判明したときは、学長は研究科委員会の議を経て学位の授与を取り消し、この旨を公表

するものとする。

２ 研究科委員会が前項の議決をするには、第 13 条第２項及び第３項の規定と同数の委員の出席及び同意を

必要とする。
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（登録及び報告公表）

第 18 条 本大学院において学位を授与したときは、学長は、学位簿に登録するものとする。

２ 本大学院において博士の学位を授与したときは、学長は、当該学位を授与した日から３ヶ月以内に、学位

授与報告書を文部科学大臣に提出する。

（論文要旨及び審査要旨の公表）

第 19 条 本大学院において博士の学位を授与したときは、学長は、当該学位を授与した日から３ヶ月以内に、

当該博士の学位の授与に係る論文の内容の要旨及び論文審査の要旨をインターネットの利用により公表す

る。

（論文の公表）

第 20 条 本大学院において博士の学位を授与された者は、当該博士学位を授与された日から１年以内に、当該

博士の学位の授与に係る論文の全文を公表する。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、本大学院の承認を受けて、当該博士の学位の授

与に係わる論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表することができる。

３ 博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は、原則として聖学院学術情報発信システム

（SERVE）により行う。

第 21 条 学位記、学位申請関係及び博士論文予備審査関係書類の様式は、別に定める。

第 22 条 この規程の改正は、研究科委員会が発議し、大学教授会の議を経て、理事会の承認を得なければなら

ない。

附 則

この規程は、1998 年１月 26 日から施行する。

附 則

この規程の一部改正は、2001 年１月１日から施行する。

附 則

この規程の一部改正は、2003 年４月１日から施行する。

附 則

この規程の一部改正は、2004 年５月 24 日から施行し、2004 年４月１日から適用する。

附 則

この規程の一部改正は、2007 年 10 月 29 日から施行し、2007 年４月１日から適用する。

附 則

１ この規程の一部改正は、2008 年３月 24 日から施行し、2008 年１月１日から適用する。

２ この規程の一部改正の施行の以前にアメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士学位を授与された者について、

その学位記に付記された専攻分野の名称は、研究科委員会の承認がある場合、「学術」と付記することができ

る。

附 則

この規程の一部改正は、2013 年７月 22 日から施行し、2013 年４月１日から適用する。

附 則

この規程の一部改正は、2015 年２月 23 日から施行し、2014 年４月１日から適用する。
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